
 
Utilization of Common Space in Rusun Dupak Surabaya, Indonesia 

 
Rikako FURUTA, Teruki YAMAGISHI, Naoyuki HIROTA and Syuji FUNO 

インドネシア・スラバヤのルスン・デュパックにおける共用空間の使われ方に関する考察 

 
               日大生産工(院) ○古田 莉香子    日大生産工  山岸 輝樹 
               日大生産工    広田  直行    日大生産工  布野 修司  
 
１ 目的・背景 

インドネシア・スラバヤには低所得者向けの

積層集合住宅がある。これらの集合住宅は，

従前のカンポン居住者が居住し，その生活様

式をそのまま展開できることを目的として計

画されている。 
本稿では，積層集合住宅ルスン・デュパック

の，共用空間にあふれ出す物品からみえる生

活行為と空間の使われ方から，その特徴的な

共用空間の形態について，今後の低所得者向

け積層集合住宅のあり方を考察することを目

的とする。 
 

２ 方法 
本研究は臨地調査を基本とする。 
スラバヤの低所得者向け積層集合住宅の中

で，中廊下型のルスン・デュパック，ルスン・

ソンボにおいて，臨地調査及び居住者へのヒヤ

リング，さらに住居実測を行い，共用空間にあ

ふれ出す物品のプロットを行う。 
本稿ではルスン・デュパックを対象とし，得

られたデータから，実態を把握し，共用空間の

使われ方についてまとめる。 
調査日：2015年7月19日~7月31日・2016年7
月23日~8月5日・2017年7月26日～8月4日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ルスン・デュパックの概要 

インドネシアで，ルーマーRumah は居住，

家，住宅，ススン Susun は積み重なることを

意味し，ルーマー・ススンは積層集合住宅の

ことをいう。縮めてルスンRusunと呼ぶ※１。 
1980 年代以降，高密度のカンポンに対する

アプローチとして，地区の再開発が行われて

きた。ルスンは，基本的にカンポンの従前居

住者が居住することを前提としている。カン

ポンの生活様式がそのまま展開できることを

理念として計画されたのが，スラバヤのルス

ン・デュパックとルスン・ソンボである。ソ

ンボの計画に先立ち，デュパックの計画が実

施され，基本的な理念は同じであるが，ダプ

ール（台所）が各戸に固定されていないこと，

１階にワルン（売店，食堂）等が別に用意さ

れていたことなどの点が異なる。ソンボはそ

のデュパックの経験を踏まえて計画された。 
デュパックはスラバヤの中心地から北西に

位置する，クレバンガン地区にある。敷地面

積約 2,000 ㎡，３階建ての６棟 150 戸からな

る，積層集合住宅である。1984 年に建設され 
た。 
インドネシアの集合住宅は３つのカテゴ 

リーに分けられる。１つ目は高所得者向けの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2．配置図 図 1.ルスン・デュパック位置 
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分譲住宅。近年，大規模都市開発として建設

され，超高層住宅が多数建設されている。２

つ目は中間所得者層向け，政府補助の分譲集

合住宅，Rusunami。３つ目はこの低所得者

向けの賃貸住宅，Rusunawa である。 
ルスン・デュパックは，いわゆる中廊下型

の集合住宅で，住宅に挟まれたアルコーブを

もつ各階廊下を「共用空間」と呼ぶ。設計図

面において，共用空間，またはその部分に特

別な名称は与えられていないが，設計者であ

るスラバヤ工科大学教授 J.シラスは，コモ

ン・リビング（ruang tamu bersama）と呼

んでいる。（図３.平面形態 参照） 
各住戸は，３ｍ×６ｍの居室部分と３ｍ×

1.5ｍのベランダを基本のユニットとし，従前

の居住者には従前家屋の面積に応じたユニッ

ト数が割り当てられる。1フロア8住戸あり，

1 階のみ各住戸にマンディ（水場）が設けら

れており，２階以上には共用でマンディとダ

プール（台所）が設けられている。 
 

４ カンポン住居の概要 

 従前住居であるカンポンの生活は，狭小住

宅の場合特に，その生活のほとんどが，街路

などの戸外で行われ，展開されている。また，

カンポン住居は，建替えや，増改築が繰り替

えされつくられるのが基本である※2。 

とくに高密度なカンポンの場合，街路に家

具などのしつらえがあふれ出している。炊事，

洗濯などは基本的に戸外で行われ，また，商

業活動，生産活動なども街路において行われ

ている。 

カンポンの公的施設は，イスラム教徒が大

半を占めるため，モスクやランガール（小規

模のモスクをランガールと呼ぶ）が必要不可

欠であり，コミュニティの中心となるため，

カンポン内に必ず配置されている。また，コ

ミュニティ施設として集会所やポス・ジャガ

と呼ばれる見張所などが設けられる。さらに，

共同の浴場，トイレ，洗濯場などが設けられ

ている。公園のようなものは少なく，こども

たちの遊び場は，街路そのものとなっている。 
 

５ あふれ出しからみる共用空間の使われ方 

デュパックの共有空間は，廊下以上の広さ

をもち，様々なものが置かれている。その置

かれている物品と空間の使われた方から，日

常活動がどのように行われているのかを，あ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 3.平面形態（2階以上） 

図 4.あふれ出し配置例 

写真 1.共用空間の居室化 

写真 2.生活用品のあふれ出し 
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る程度明らかにすることができる。それらの

物品の種類と数を集計したものが表 1である。

以下にあふれ出し物品からみられる活動，ま

たその特徴を a～j にあげる。（図 4 あふれ出

しの配置例 参照） 
a. 全住棟に共通して１階に限り，自転車や 

バイクが多くみられる。住民の多数がバイク 
を日常的に用いることから，１階がバイク置

き場と化している。 
b.ベンチや寝台，床にござやシートを敷き，

昼寝をしている住人が多くみられる。こども

を寝かせて子守をしていたり，若者が仲間同

士で集まったり，寝ている姿が複数個所でみ

られる。共用空間はコンクリートの床で，風

通しの良い環境のため，日中の気温の高い時

間帯には昼寝に限らず，集まる場として快適

であると言える。ござ・シートなどの，床に

直接敷き，寝る行為に関係のある物品は１階

には少ない。 
 c. 共用ダプールが意図した使われ方をし

ていない。ダプールとマンディは，共用空間

に１住戸１ブロック設けられている。そのた

め各住戸内（2 階以上の階）には付設されて

いない。マンディは水場がほかに設けられて

いないために，この場でしか利用できないこ

とから，既存の設備が利用されている。しか

しながらダプールは各住戸の物置化がみられ，

実際の調理などは共用空間にキッチンブース

が住民により設けられたり，持ち運びできる

器具を用いて，いたる所で調理されている。

もしくは，各住戸のベランダが利用される場

合もある。もともと地面に近い高さで調理を

行う，カンポンの生活様式と合わないため， 

意図した使われ方をしておらず，そのために

調理器具などのあふれ出しが多くみられる。 
d. 入口ドア前にくつ箱や玄関マットが置

かれ，玄関化されている。半数以上の住戸で

玄関化がみられる。くつを共用空間で脱ぎ住

戸へと入るため，入口前のスペースにくつが

多くみられる。 
e. アルコーブの一体，もしくは玄関前スペ

ースにソファセットが配置され，居間化（居

室化）されている。共用空間であるにも関わ

らず，こういった例がみられることから，住

戸が共用空間へと拡張していることがうかが

える。(写真 1) 
f. こどものおもちゃが多くみられる。とく

に，三輪車やこども用車，歩行器，乳母車な 

どが比較的多くみられる。こどもは棟の外で

遊ぶこともあるが，小さなこどもとくに共用

空間，もしくは階をまたいで遊んでいる。ボ

ール遊びやおにごっこ，自転車遊びやボード

ゲームなど，様々な遊びがうかがえたが，共

用空間が廊下以上の広さと，アルコーブをも

っていることが多様な遊びを誘発していると

考える。 
g. イスやベンチ，机，台などの家具類が最

も多くみられる。居間のように使われること

が多いが，ミシンが置かれ，洋服がつくられ

たり，家具がつくられたりと，仕事場として

使用され，日曜大工や内職などの生産活動が

多く行われている。工具を広げて，机で作業

を行ったり，ござを敷き地べたに座りながら

作業を行ったりと様々なかたちで生産活動が，

共用空間において日常的に行われていること

がうかがえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1.あふれ出し物品リスト 

写真 3.多様なあふれ出し物品 

― 569 ―



h. イスやベンチの中でもベンチが多くみ

られるが，通常のものよりも座面が広く，高

さも高く，ベッドに近い形のベンチである。

座ることだけでなく，寝る行為や，台として

物が置かれていたり，コンロが置かれ，調理

台としも使われている。様々な用途として使

われているため，いたる所に置かれている。 
i.ガラスケースのお店（販売ケース）が設

置され，そこで生活用品が販売され，商業活

動の場としても利用されている。各階に店が

設置されており，住民はそれぞれのフロアに

ある店で，生活用品を購入している。日用品

や雑貨を売る小規模な店舗が大半であり，ガ

ラスケースに商品を並べ，住戸入口前に販売

ブースをつくっていたり，入口を入ってすぐ

の位置に販売ケースを置いたりと，いくつか

パターンがある。これら以外にも，ワルン

Warung※3やロンボンRombong※4などの屋

台もあり，1階にはリヤカー形式の屋台も見

られる。 
j.物干し台，洗濯ロープも多い。共用空間

にはタライなどの洗濯に関係する物品が積ま

れて置かれている。日常的に共用空間で手洗

いの洗濯が行われていることがうかがえる。

フロアによっては，二層式洗濯機が置かれて

いる場合もある。とくにマンディの近くに置

かれている場合が多く，たらい，桶，水タン

クなどもある。 
 

５ あふれ出しからみる住民相互の関係性 
あふれ出しの物品は各棟，各階ごとにあ

まり違いはないが，共用空間をそれぞれ住

人がきれいに使おうとしている階もあり，

もののあふれ出しが比較的少ないところが

ある。こういった階では，住人同士の意思

疎通がはかられ，それらが意識的に行われ

ている。また各棟の１階に設置されている

掲示板に各住戸に住む世帯主が，顔写真付

きで掲示されている。どの棟のフロアも誰

が住んでいるか，一目でわかるようになっ

ており，住んでいる住人がはっきりとして

いるため，交流がはかりやすいと考える。

共用空間にものがあふれ出し，一部専有化

がみられても，住人同士で争いが起こるこ

とはみられない。各フロアにムショラ（礼

拝室）がコミュニティの核として置かれて 

６ まとめ 

カンポンの生活が基本的に外部空間で行

われているように，デュパックでは，共用

空間を中心として，多様な活動が展開され

ていることがわかる。本稿で明らかにした

ことを以下にまとめる。 
(1)アルコーブが設けられることで，空間

が分節されることが居室化を促し，物のあ

ふれ出しを誘発する傾向がある。 
(2)共用空間が居室として認識しているに

も関わらず，大型物品の置き場所となって

いる。家具などのイスや机は，居室のしつ

らえとして置かれおりもともとの設計意図

である，コモン・リビングとして利用され

ていると言える。 
 (3)こどものおもちゃや，こどもたちが遊

んでる姿が多くみられることから，廊下以

上の広さをもつことが，こどもにとっても，

共用空間以上に遊び場として認識されてい

るといえる。 
(4)廊下の空間をデザインすることは，コ

ミュニティの感覚を生み出す機会となると

考える。アルコーブがあることで，住民が

自由な使い方をすることができ，住民相互

のコミュニティ創出のきっかけとなると考

える。 
(5)共用空間で多様な生活行為が行われ，

中廊下のカンポンの街路化がみられる。さ

らに生産活動や商業活動など様々な活動も

みられることから，カンポンの空間構造が

多くの階で再構築されているといえる。 
(6)住戸が狭小であるために共用空間を必

要とするのでないかと考えられるが，各住

戸を広くした場合，高収入者層への居住者

の住み替えが起こることが既往の事例から

も予測される。従前居住者の転出を防ぐこ

とが課題でもあるため，この形態がとられ

たと考えられる。 
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いるのも，そういった意味があるといえる。 

― 570 ―


